
孤
独
死
防
止
策
と

外
国
人
会
議
開
催

問

問

施
政
方
針
と
諸

課
題
の
整
合
性
は

問問

問

小
野
路
・
堂
場
入

の
環
境
保
全
を

問問問

問問問

公
的
保
育
行
政
の

さ
ら
な
る
拡
充
を

問問

問

小
山
地
区
学
校
施

設
環
境
の
整
備
等

問

問

鶴
川
駅
前
市
民
セ

ン
タ
ー
に
望
む

問問

問問

町 田 市 議 会 だ よ り ２００１年（平成１３年）４月２９日No.１４０（５）

今
村
路
加
（
社
・
民
・
生
ネ
）

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ

る
多
摩
市
で
は
、
一
年
間
に
高
齢

者
の
孤
独
死
が
約
一
三
〇
件
も
あ

る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
世
田
谷

区
で
は
、
ゴ
ミ
の
個
別
収
集
を
行

い
、
安
否
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

町
田
市
で
も
孤
独
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

保
健
介
護
推
進
担
当
部
長

ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
に
つ

い
て
、
そ
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
行
政
の
施
策
と
し

て
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
老
人
福
祉
電

話
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
ひ
と

り
暮
ら
し
の
お
宅
に
設
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
故
の
防
止
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
見
守
り
と
か
支
え

合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が

極
め
て
重
要
で
、
高
齢
社
会
の
総

合
計
画
の
中
で
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

町
田
市
に
は
、
六
九
カ
国

か
ら
約
三
、
二
〇
〇
人
の
方
々
が

生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々

の
意
見
を
聞
き
、
二
一
世
紀
に
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
「
外

国
人
会
議
」
を
開
催
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

市
長

行
政
と
の
交
流
と
か
、

あ
る
い
は
、
市
政
に
何
ら
か
の
形

で
要
望
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
聞
く
機
会
を
持
ち
た
い
。
町

田
市
に
対
す
る
印
象
も
聞
き
た
い

わ
け
で
、
こ
の
問
題
は
、
国
際
協

会
と
今
後
の
協
議
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸
塚
雅
夫
（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

国
・
都
の
行
財
政
の
ス
リ

ム
化
に
言
及
し
て
い
る
が
、
町
田

市
の
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
長

行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
運

営
に
お
い
て
も
、
一
層
の
ス
リ
ム

化
、
見
直
し
、
あ
る
い
は
民
間
へ

移
行
で
き
る
も
の
は
移
行
す
る
と

か
、
と
い
う
考
え
方
を
こ
の
中
で

触
れ
て
い
ま
す
。

市
長
は
、
本
庁
舎
集
中
型

を
目
指
す
の
か
、
支
所
機
能
を
充

実
さ
せ
る
分
散
型
を
目
指
す
の

か
。
ま
た
、
当
初
の
耐
震
補
強
工

事
及
び
、
過
去
に
流
し
た
耐
震
補

強
工
事
予
算
と
の
整
合
性
は
。

市
長

将
来
は
、
四
〇
万
、
五

〇
万
と
い
う
都
市
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
市
の
行
政
の
中
核
で
す
か

ら
、
非
常
に
集
中
的
な
形
を
と
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
庁

舎
の
建
設
が
確
定
で
き
る
状
況
で

は
な
い
わ
け
で
、
当
面
の
安
全
を

確
保
す
る
意
味
で
今
回
、
と
り
あ

え
ず
耐
震
補
強
を
し
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

忠
生
区
画
整
理
事
業
は
、

平
成
一
五
年
の
事
業
完
成
ま
で
に

投
入
す
る
市
費
の
総
額
は
い
く
ら

か
。
保
留
地
処
分
が
不
可
能
な
場

合
ど
う
や
っ
て
精
算
す
る
の
か
。

区
画
整
理
担
当
部
長

一
七
八

億
円
プ
ラ
ス
四
〇
億
円
ぐ
ら
い
で

す
。
最
終
的
に
は
、
全
部
処
分
し

な
い
と
事
業
完
了
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
英
知
を
結
集
し
て
完
売
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
傍傍
聴聴
をを
希希
望望
ささ
れれ
るる
方方
はは
市市
役役
所所
五五
階階
のの

議議
会会
事事
務務
局局
へへ
おお
いい
でで
下下
ささ
いい
。。

岩
下
正
充
（
公
明
党
）

小
野
路
町
堂
場
入
地
区
の

防
災
・
環
境
の
管
理
に
つ
い
て
、

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業
の
推
進

は
ど
う
か
。

高
山
助
役

市
、
東
京
都
を
含

め
て
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
防
止
事

業
と
し
て
行
い
た
い
。
前
提
と
し

て
権
利
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

（
仮
称
）
堂
場
入
山
林
管

理
組
合
等
、
自
主
管
理
の
取
り
組

み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

高
山
助
役

自
主
的
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
な
育
て
方
を
し
て
い

き
た
い
。区

域
内
の
国
有
地
の
測
量

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

高
山
助
役

大
蔵
省
に
地
元
に

入
っ
て
地
権
者
と
の
関
係
を
含
め

て
、
打
ち
合
わ
せ
と
境
界
確
定
を

要
望
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

調
整
区
域
内
の
仮
設
建
物

の
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

牧
田
助
役

根
気
よ
く
建
物
の

除
去
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
導

入
の
取
り
組
み
現
状
は
。

牧
田
助
役

延
長
の
四
七
％
が

確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
引
き

続
い
て
次
期
整
備
路
線
に
要
望
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
鶴

川
ル
ー
ト
の
見
通
し
は
。

都
市
緑
政
部
長

地
域
性
の
中

で
、
市
民
の
足
を
確
保
す
る
か
と

い
う
問
題
は
、
痛
切
に
感
じ
て
い

ま
す
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

待
機
児
童
解
消
や
延
長
保

育
に
む
け
た
保
育
所
の
増
設
や
老

朽
施
設
の
改
修
、
保
育
士
の
増
員

を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

高
山
助
役

待
機
解
消
を
し
て

き
て
、
こ
と
し
の
年
度
末
の
段
階

で
は
二
〇
〇
人
ぐ
ら
い
に
減
り
、

弾
力
的
運
用
に
よ
っ
て
一
〇
〇
の

台
ま
で
落
と
し
て
い
こ
う
と
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
改
修
工

事
は
、
予
算
の
枠
内
で
毎
年
計
画

的
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

政
府
の
保
育
所
規
制
緩
和

策
や
都
の
認
証
保
育
所
制
度
推
進

に
よ
る
一
般
企
業
の
参
入
等
で
、

保
育
の
「
最
低
基
準
」
が
低
下
す

る
危
険
が
あ
る
。
公
的
保
育
水
準

を
守
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

高
山
助
役

今
後
の
保
育
行
政

の
中
で
は
、
国
の
政
策
、
都
の
政

策
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市

も
多
様
な
住
民
要
望
が
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
す
べ
て
今
ま
で
ど
お

り
に
は
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

境
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
に
街
路
灯
の
増
設
を
と
い
う
声

が
高
い
が
、
島
橋
〜
ひ
の
き
橋
間

の
街
路
灯
を
早
急
に
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

建
設
部
長

一
四
年
度
か
ら
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

基
準
ど
お
り
設
置
い
た
し
ま
す
と

二
二
、
三
灯
必
要
に
な
り
、
一
年

間
で
は
無
理
か
と
思
い
ま
す
が
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
設
置
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
瀬
雄
二
（
自
由
民
主
党
）

小
山
小
の
卒
業
生
は
、
堺

中
と
忠
生
中
に
分
か
れ
て
進
学

し
、
バ
ス
通
学
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
一
八
年
前
、
中
学
校
新
設
の

請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、

「
都
施
行
の
開
発
区
域
内
に
用
地

を
確
保
し
、
建
設
す
る
」と
し
た
。

現
在
区
域
内
に
は
、
大
型
高
層
住

宅
建
設
が
進
み
、
更
に
計
画
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
小
山
小
は
、
市

内
最
大
の
生
徒
数
で
あ
る
。
小
山

地
区
の
小
・
中
学
校
の
設
置
構
想

を
問
う
。

市
長

教
育
委
員
会
で
も
検
討

し
て
お
り
、
東
京
都
に
対
し
て
、

当
初
の
計
画
に
沿
っ
た
学
校
用
地

の
確
保
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

小
山
小
学
校
が
満
杯

に
な
る
こ
と
で
、
平
成
一
六
年
度

を
め
ど
に
建
設
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
小
山
地
区

に
中
学
校
を
と
い
う
長
い
間
の
地

域
の
方
の
願
い
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
ふ
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
対
応
に
つ
い
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。Ｐ

Ｆ
Ｉ
制
度
（
民
間
資
金

と
経
営
技
術
能
力
を
活
用
）
を
公

共
施
設
整
備
に
採
用
す
る
事
は
。

市
長

今
ま
で
話
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
公
共
施
設
建
設
の
一

つ
の
有
力
な
手
段
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
内
部
に
お
い
て

一
層
研
究
を
進
め
て
、
有
効
に
利

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
―
一
、
〇
九
六
億
九
、

三
二
六
万
六
千
円
、
特
別
会
計

（
企
業
会
計
含
む
）
―
九
六
三
億

四
、
五
六
六
万
三
千
円
で
、
平
成

一
二
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で

は
、
一
般
会
計
で
、
〇
・
七
％
増
、

特
別
会
計
で
七
・
三
％
増
、
全
体

で
三
・
七
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。歳

入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
―

六
四
三
億
八
、
九
八
〇
万
円
、
地

方
消
費
税
交
付
金
―
二
九
億
二
、

〇
〇
〇
万
円
、
地
方
特
例
交
付
金

―
二
五
億
七
、
五
〇
〇
万
円
、
国

庫
支
出
金
―
九
七
億
一
三
〇
万

円
、
都
支
出
金
―
九
六
億
一
、
四

二
八
万
一
千
円
、
繰
入
金
―
五
五

億
七
、
〇
〇
九
万
五
千
円
、
諸
収

入
―
二
六
億
四
、
八
〇
八
万
六
千

円
、
市
債
―
四
八
億
五
四
〇
万
円

で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

庁
舎
維
持
管
理
費
の
本
庁
舎
耐

震
補
強
工
事
費
（
平
成
一
三
〜
一

四
年
度
債
務
負
担
行
為
事
業
）
―

八
、
七
〇
〇
万
円
、
町
田
市
民
ホ

ー
ル
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
費

―
三
億
六
、
五
九
〇
万
円
、（
仮

称
）
三
輪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
費
の
（
仮
称
）
三
輪
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
費
（
一

部
平
成
一
二
〜
一
三
年
度
債
務
負

担
行
為
事
業
）
―
二
億
八
、
三
一

八
万
三
千
円
。

【
民
生
費
】

福
祉
総
務
事
務
費
の
鉄
道
駅
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
補
助
事
金
―
一
億

二
、
一
七
三
万
二
千
円
、
生
き
が

い
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
費
の
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
講
習
事
業

委
託
料
―
一
億
四
、五
二
〇
万
円
、

介
護
保
険
低
所
得
者
利
用
者
負
担

対
策
費
の
低
所
得
者
利
用
者
の
自

己
負
担
助
成
費﹇
市
制
度
﹈―
一
、

七
二
六
万
円
、（
仮
称
）
国
民
健

康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
基
金
繰

出
金
―
二
、
〇
〇
〇
万
円
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
費
の
医
療
費
助
成

費
﹇
都
制
度
﹈
―
四
億
一
、
六
一

三
万
八
千
円
。

【
衛
生
費
】

緑
地
保
全
費
の
緑
地
購
入
費
―

三
億
八
、
三
五
二
万
四
千
円
、
病

院
事
業
会
計
費
の
病
院
拡
張
用
地

購
入
費
―
二
億
八
、
九
五
一
万
七

千
円
、
ご
み
減
量
対
策
費
の
粗
大

ご
み
等
リ
サ
イ
ク
ル
業
務
委
託
料

―
二
億
七
六
一
万
五
千
円
。

【
商
工
費
】

金
融
対
策
費
の
中
小
企
業
融
資

資
金
預
託
金
―
一
〇
億
円
。

【
土
木
費
】

相
原
駅
自
由
通
路
及
び
橋
上
駅

舎
化
整
備
実
施
設
計
負
担
金
―
五

〇
〇
万
円
、
橋
梁
維
持
費
の
会
下

山
橋
耐
震
補
強
工
事
費
―
一
億

四
、
五
〇
〇
万
円
、
土
地
区
画
整

理
費
の
能
ヶ
谷
東
部
土
地
区
画
整

理
組
合
助
成
金
―
二
億
七
、
五
九

一
万
九
千
円
、
都
市
計
画
道
路
築

造
事
業
費
の
道
路
築
造
工
事
費

（
一
部
平
成
一
三
〜
一
四
年
度
債

務
負
担
行
為
事
業
）
―
四
億
二
〇

〇
万
円
。

【
教
育
費
】

学
校
管
理
運
営
費
の
昼
食
注
文

等
委
託
料
―
一
一
六
万
二
千
円
、

学
校
施
設
整
備
費
の
学
校
施
設
整

備
工
事
費
（
中
学
校
）（
平
成
一

一
〜
一
三
年
度
債
務
負
担
行
為
事

業
）―
三
五
億
七
、
八
八
六
万
円
、

学
校
適
正
配
置
事
業
費
の
学
校
施

設
整
備
工
事
費
（
小
学
校
）（
一

部
平
成
一
二
〜
一
三
年
度
債
務
負

担
行
為
事
業
）
―
一
四
億
八
、
二

〇
〇
万
円
、
公
民
館
移
転
事
業
費

の
内
装
工
事
費
（
平
成
一
三
〜
一

四
年
度
債
務
負
担
行
為
事
業
）
―

三
億
二
、
七
三
〇
万
円
。

斉
藤

稔
（
自
由
民
主
党
）

鶴
川
駅
西
側
、
八
千
代
銀

行
の
場
所
（
約
六
〇
〇
坪
）
に
計

画
し
て
い
る
「
駅
前
市
民
セ
ン
タ

ー
」に
つ
い
て
、
鶴
川
の
中
心
地
、

駅
前
で
あ
る
こ
と
十
分
考
慮
し
て

ほ
し
い
。

市
長

い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
出

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
た
た
き

台
に
し
な
が
ら
、
突
っ
込
ん
で
議

論
を
し
て
い
き
た
い
。

鶴
川
中
学
校
移
転
後
の
跡

地
と
現
市
民
セ
ン
タ
ー
と
の
機
能

分
担
を
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

市
長

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
鶴

中
の
跡
地
へ
つ
く
る
こ
と
は
、
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
鶴
川
の
図

書
館
も
跡
地
へ
持
っ
て
い
っ
た
ら

と
い
う
気
持
ち
で
す
。

職
員
の
や
る
気
を
出
さ
せ

る
人
事
制
度
に
改
善
せ
よ
。
三
七

歳
で
主
任
試
験
、
七
年
後
に
管
理

職
試
験
で
は
お
そ
す
ぎ
る
。

市
長

職
員
の
年
齢
が
高
齢
化

し
つ
つ
あ
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
積

ま
な
い
と
役
職
ま
で
到
達
し
な
い

わ
け
で
、
も
っ
と
若
い
人
に
頑
張

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

高
山
助
役

三
〇
歳
の
前
半
ま

で
係
長
試
験
を
受
け
ら
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

頑
張
っ
て
昇
格
し
て
も
、

待
遇
面
で
は
差
が
な
さ
す
ぎ
る
。

高
山
助
役

給
与
体
系
を
抜
本

的
に
変
え
た
い
形
で
、
本
年
度
を

目
標
に
改
善
を
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

予
算
の

あ
ら
ま
し


